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ど安全で快適な暮らしを支える分
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⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

区長推薦

④緑の保全、ごみの抑制など自然
環境又は生活環境を向上させる分
野

公募

公募
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別紙３ 

川崎区区民会議 事務連絡一覧 

 

 

１ 会議公開 

・この会議は公開で開催しています 

・開催することを事前に公表しています 

・後日（おおむね１カ月後）、会議録を公開します 

 

 

２ 傍聴の注意事項 

・全体会議は２０人、専門部会は１０人まで傍聴者が入場する場合があります 

・傍聴者は遵守事項を守り、静穏に傍聴してください 

 

 

３ 写真撮影 

・事務局が会議の記録として写真の撮影などを行います 

・撮影した写真は、広報物（市政だより、ホームページなど）や報告書などに使用す

る場合があります 

 

 

４ 会議時間 

 ・会議時間は２時間程度を予定しています 

 ・次第に沿って、途中に休憩を入れずに進行します 

 

 

５ 会議の広報 

 ・審議の結果や様子を市政だよりやホームページで広報することがあります 

 

 

６ 会議録の事前確認 

 ・会議録は事務局が摘録を作成し、委員などに内容の確認を公開前にお願いします 

 ・発言した趣旨と異なる箇所がありましたら、お知らせください 

 



川崎区区民会議 第２回高齢者部会 資料１－（１）

H22.６.2３

前回、皆さんの意見を次の３項目に分類しました。
●：生きがい・社会貢献
▲：高齢者に対する環境づくり
■：高齢者に優しいまちづくり（交通・シャトルバス・自転車）

第１回審議内容の確認（１）

生きがい・社会貢献

高齢者に対する環境づくり 高齢者に優しいまちづくり

●高齢者の社会（貢献）活動への参加の「きっかけ」づくり

●社会貢献したり社会活動をしたいという高齢者は多いはず

●社会貢献したいという人の出番づくり

●高齢者の仲間づくり

●昔遊びを子どもたちに教えてあげる

●老人会加入率約10％（3万人に対して3千人）

●高齢者も社会から必要とされる環境づくり

▲歩道に障害物が置いてある

▲舗装の悪い場所がある

▲老後に安心して暮らせる環境づくり ▲寝たきりにならないような環境づくり

▲引きこもってしまった人を外に出す仕組みづくり

▲点字ブロックもつまづく原因となってしまう

▲歩道と車道の境にある段差

▲男性は定年後に居場所がなく、引きこもったり、健康を害する場合がある

■シャトルバスによる川崎駅東西口の回遊性向上

■自転車を使わなくても外出しやすい環境づくり

■路線バスが川崎駅中心になってしまっている

■シャトルバス導入による高齢者の活用

■自転車マナー

■人通りが多い川崎駅前周辺の自転車乗入禁止

■高齢者優待パスが他都市に比べ割高

■駐輪場不足

■高齢者の自転車事故

元気な高齢者が活躍できる場を
増やしたい。
高齢者パワーを活用したい。

シャトルバス導入や路線
バス交通網整備などに
よって、わざわざ自転
車を利用しなくても、
簡単に外出できる
ようにしたい。

家に引きこもってしまった
人をなんとか外に出す
仕組みをつくりたい。
そして外出時には、
障害物や段差のない
安全な環境を
つくりたい。



川崎区区民会議 第２回高齢者部会 資料１－（２）

H22.６.2３

参考までに、前回出された意見を、
「元気のある高齢者（シニアパワー）／手助けが必要な高齢者（サポート）」
「ハード施策／ソフト施策」
の観点から改めて分類してみました。

●高齢者の社会（貢献）活動への参加の「きっかけ」づくり

●社会貢献したり社会活動をしたいという高齢者は多いはず

●社会貢献したいという人の出番づくり

●高齢者の仲間づくり

●昔遊びを子どもたちに教えてあげる

●老人会加入率約10％（3万人に対して3千人）

▲歩道に障害物が置いてある

▲舗装の悪い場所がある

▲老後に安心して暮らせる環境づくり

▲寝たきりにならないような環境づくり

▲引きこもってしまった人を外に出す仕組みづくり

■シャトルバスによる川崎駅東西口の回遊性向上

■自転車を使わなくても外出しやすい環境づくり

■路線バスが川崎駅中心になってしまっている

■シャトルバス導入による高齢者の活用

■自転車マナー

■人通りが多い川崎駅前周辺の自転車乗入禁止

●高齢者も社会から必要とされる環境づくり ■高齢者優待パスが他都市に比べ割高

▲点字ブロックもつまづく原因となってしまう

▲歩道と車道の境にある段差

▲男性は定年後に居場所がなく、引きこもったり、健康を害する場合がある

対象：シニアパワーを有する方 対象：サポートを必要とする方

手
段
：
ハ
ー
ド
系

手
段
：
ソ
フ
ト
系

■駐輪場不足

■高齢者の自転車事故

第１回審議内容の確認（２）

●：生きがい・社会貢献
▲：高齢者に対する環境づくり
■：高齢者に優しいまちづくり（交通・シャトルバス・自転車）



川崎区区民会議 第２回高齢者部会 資料２

H22.６.2３

審議課題について

先程の事務局からの説明を踏まえ、改めて審議課題を決定してください。
なお、審議課題は、行政でも取り組んでいない、また市議会でも議論されていない、「区民会議だからこそできる取り組み（＝課題解決策）」につながる
課題を選定してください（他で既に取り組んでいる事業と重複がないようにしてください）。

（参考）今後、今回決定した課題に対する解決策については、次のような観点も踏まえて審議していただく必要があります。
①主体的に誰(どの団体)が取り組むのか

②長期的に継続することができるよう、今後の担い手づくりのスキーム
③効果的な情報発信（区民会議認知度向上）
④イベント実施の場合、どうやって区民を巻き込んでいくかの仕掛け

前回分類した審議課題

（１）生きがい・社会貢献

（２）高齢者に対する環境づくり

（３）高齢者に優しいまちづくり
（交通・シャトルバス・自転車）

審議課題決定

審議テーマについて

今回決定した審議課題を
網羅し、かつ端的に表している、
審議テーマを定めてください。

（例）すべての高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり （※前回時点の審議課題の場合、例えばこのようなテーマが考えられるという、“たたき台”です）
（参考キーワード） 優しい ・ 安心 ・ 安全 ・ 生きがい などが前回時点の審議課題の場合では考えられます

審議課題を選定する際には次の項目を考慮してください。
・区民のニーズが高いかどうか（重要性）
区民会議が調査審議することにより、具体的な解決につながる展開が期待できるかどうか（実現性）

・課題の解決が緊急に求められているかどうか（緊急性）



Q あなたが現在の住まいに住み続ける上で心配なことは何ですか【複数選択可】

A 介護が必要な場合の対策（36.8％）

Q あなたが現在必要だと感じている生活支援サービスはどれですか【複数選択可】

A 特になし（81.9％）

Q 世帯の構成はどのような構成ですか

A 単身世帯（9.4％）　（本人と配偶者：37.1％、本人世代＋子ども世代39.3％）

Q あなたは現在就業していますか

A 65歳～69歳で38％。それ以降は徐々に低下していく。

Q 現在仕事をしている主な目的は何ですか【３つ以内】

A 年齢が高くなるほど、「健康維持」への回答割合が高くなる　（「収入を得る」50～54歳男性：97.1％、70～74歳男性57.5％）

Q あなたはパソコンを利用していますか

A 川崎区28％（７区中最低）　（市全体：37.5％）

Q パソコンの利用目的であてはまる項目は何ですか【複数選択可】

A 趣味・娯楽（65.3％）、仕事（50.7％）、交際・連絡（48.7％）

Q 現在あなたは仕事以外の社会活動をしていますか

A 21.8％（関心はあるが活動はしていない：15.1％、活動はしていない：56.1％）

Q 世帯構成別社会活動参加率

A ３世代以上の世帯：30.1％（最高）、単身世帯：17.7％（最低）

Q あなたが参加している活動はどのような活動ですか【複数回答可】　※社会活動への参加者が対象

A 町内会・自治体活動（50.5％）、福祉分野（24.9％）、環境・まちづくり分野（14.8％）

Q あなたが社会活動をはじめたきっかけは何ですか

A 地域の行事（36.8％）、友人の勧め（25.4％）

Q 社会活動に参加する上で重視した項目は何ですか【３つ以内】

A 社会への貢献（53.2％）、活動地域（41.3％）、興味・関心（28.8％）、適正・経験（24.1％）

Q 公益性の高い社会活動に対して、行政が支援すべきだと思うものはどれですか【３つ以内】

A 活動場所の確保（43.4％<川崎区は32.6％>）、活動費助成（43.4％）、情報提供の充実（38.1％）、人材育成・確保の支援（32.0％）

Q 現在の活動で困っていることは何ですか【複数回答可】

A 新規参加者の不足（43.1％）、メンバー不足（27.5％）

調査実施状況

平成16年4月1日時点で、住民基本台帳及び外国人登録原票に記載され、かつ、満50歳以上75歳未満の者から、無作為に抽出した4,200人とする。

調査対象地域は「川崎区」「幸区」「中原区」「高津区」「宮前区」「多摩区」「麻生区」の７区で各区毎に600人を抽出した。

また、600人の内訳は、年齢を5区分（「50～54歳」「55～59歳」「60～64歳」「65～69歳」「70～74歳」）にして、1区分あたり120人（男女各60人）を抽出した。

アンケート票は4,200件の発送数に対し、1,734件（41.3％）の回収となった。

　「仕事」

　「情報通信機器（パソコン）の利用」

　「社会活動」

シニア世代のライフスタイルと生活設計に関する調査（抜粋）

 「住まい」

　「生活支援サービス」

　「世帯構成と収入」
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